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国際政治経済学部開設 20周年によせて
国際政治経済学部長　菅原　淳子　
　110 余年にわたって文学部だけの単科大学として発展してきた二松学舎大学に、新たに
国際政治経済学部が開設されてから 20 年を迎えた。1991 年（平成 3年）当時、戦後 45
年間に及んだ冷戦が終結して世界は大きな変化のただなかにあり、複雑多岐にわたる国際
情勢を従来の政治学、経済学という既成の枠にとらわれず考察し、多様化する社会のニー
ズに積極的に対応していくことが求められていた。国際政治経済学部は、国際的、学際的
視野に立った政治、経済の学問的考究と実践的知識の習得により、国際社会に貢献する人
材を養成することを目的として開設されたのであった。この 20 年の間に、約 3,700 名の
卒業生を社会に送り出し、卒業生は国内外のさまざまな分野で活躍している。
　学部開設 10 周年の 2001 年（平成 13 年）には、より高度な専門的知識と見識を備えた
国際人の養成を目指して大学院修士課程国際政治経済学研究科が設置された。また同年に
は学部開設 10 周年を記念して、シンポジウム「アジア新時代と日本―共生への途―」を
開催した。
　2004 年（平成 16 年）から専門課程が九段キャンパスに移転されたことに伴い、学部カ
リキュラムの改革を実施し、さらに国際政治経済学研究科においては社会人を対象とする
大学院サテライト「東アジア経済・ビジネスプログラム」を九段キャンパスに開設した。
これを機に 2004 年から 2007 年にかけて、大学院研究科の主たる関心領域である「東アジ
ア」をテーマに以下に連続シンポジウムを開催し、積極的に社会に発信してきた。
　「東アジアの協調の新段階―経済、産業・ビジネス、国際政治の視点から―」（2004 年）、
　「東アジア共同体の可能性―経済における協調と競争の深化と政治の追走―」（2005 年）、
　「日本と東アジアの対話」（2006 年）、「再考　日本と東アジアの協調と競争」（2007 年）
　このほか 2005 年には、国際政治経済学部と東アジア経済経営学会・韓日経商学会との
共催で日韓国際学術シンポジウムを開き、「東アジア協同体への課題」を共通論題として
議論した。
　この 20 年間に市場経済が世界的に拡大し、新たな地域秩序の模索も始まった。グロー
バル化が進む一方で、世界では地域間の格差や貧富の格差も拡大している。また地球温暖
化や環境問題など地球的課題も深刻化している。このような現代にあって、実践的な政治
経済の知識を幅広く学び、世界のさまざまな地域の特殊性を理解し、現代社会に貢献でき
る教養ある国際人の育成を目指す国際政治経済学部の役割は、ますます大きくなると思わ
れる。
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